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発行人　綾　井　祐　一

会
員
を
は
じ
め
一
七
五
名
が

参
加
し
た
今
大
会
で
は
、
主
催

者
の
桐
生
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
首
藤
健
治
神
奈
川
県
副

知
事
及
び
独
立
行
政
法
人
北
方

領
土
問
題
対
策
協
会
の
諸
星
衛

理
事
長（
木
村
事
務
局
長
代
読
）

か
ら
、
当
県
民
会
議
の
活
動
へ

の
敬
意
と
今
後
の
運
動
へ
の
激

励
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
堤
正
典
氏
（
神
奈

川
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）が
、

九
月
三
日
か
ら
六
日
に
学
生
が

参
加
し
た
北
方
領
土
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
つ
い
て
、
学
生
の
代
理
で

参
加
報
告
を
行
っ
た
。
各
県
か

ら
の
参
加
学
生
四
十
一
名
が
、

北
方
領
土
返
還
運
動
の
原
点
の

地
で
あ
る
根
室
市
に
集
ま
り
、

元
島
民
に
よ
る
講
話
や
北
方
領

土
の
視
察
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
行
い
、
北
方

領
土
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
た

様
子
に
つ
い
て
、
写
真
を
交
え

て
報
告
が
あ
っ
た
。

記
念
講
演
は
、
下
斗
米
伸
夫

氏
（
法
政
大
学
法
学
部
教
授
）

か
ら「
変
わ
る
世
界
と
日
ロ
関

係
︱
平
和
条
約
の
課
題
」と
い

う
テ
ー
マ
で
講
話
が
あ
っ
た
。

（
講
演
要
旨
別
掲
）

最
後
に
、
松
尾
理
事
（
神
奈

川
県
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
）
か
ら
、
神
奈
川
県
民
の
総

意
を
結
集
し
、
ね
ば
り
強
く
運

動
を
推
進
す
る
と
い
う
大
会
宣

言
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
九
日（
月
）、
横
浜
市
中
区
の「
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
」情
文
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第

三
十
四
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
大
会
を
開
催
し
た
。

第
三
十
四
回
県
民
大
会
を
開
催

 

会
場
は
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

安
倍
首
相
は
、
昨
年
十
一
月

十
四
日
、
A
S
E
A
Ｎ
（
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
開
催
地

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
ロ

シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の

間
の
二
十
三
回
目
と
な
る
日
露

首
脳
会
談
を
行
い
、
一
九
五
六

年
の「
日
ソ
共
同
宣
言
を
基
礎

と
し
て
平
和
条
約
交
渉
を
加
速

さ
せ
る
」こ
と
に
つ
い
て
合
意

し
た
と
述
べ
た
。

「
日
ソ
共
同
宣
言
」と
は
、
終

戦
間
際
に
ソ
連
が
日
ソ
中
立
条

約
を
破
っ
て
占
領
し
た
歯
舞

（
は
ぼ
ま
い
）群
島
、
色
丹（
し

こ
た
ん
）島
、国
後（
く
な
し
り
）

島
、
択
捉
（
え
と
ろ
ふ
）
島
の

四
島
の
う
ち
、
平
和
条
約
の
締

結
後
に
歯
舞
、
色
丹
の
二
島
を

日
本
に
引
き
渡
す
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
は
、
四
島
の
返
還
を
長

年
求
め
て
き
た
が
、
安
倍
首
相

が
十
四
日
の
日
ロ
首
脳
会
談
で

日
ソ
共
同
宣
言
を
基
礎
に
交
渉

を
進
め
る
と
発
言
し
た
こ
と

で
、
二
島
返
還
を
軸
に
し
た
交

渉
に
舵
を
切
っ
た
と
の
見
方
が

出
て
き
た
。
し
か
し
、
十
六
日

の
記
者
会
見
で
安
倍
首
相
は

「
交
渉
の
対
象
は
四
島
の
帰
属

の
問
題
だ
」
と
述
べ
、
従
来
の

政
府
方
針
は
変
わ
ら
な
い
と
説

明
し
た
。

一
方
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は

首
脳
会
談
の
宣
言
で「
日
ソ
共

同
宣
言
に
は
平
和
条
約
の
締
結

の
あ
と
に
二
つ
の
島
を
引
き
渡

す
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
引
き

渡
す
根
拠
や
ど
ち
ら
の
主
権
の

も
と
に
島
が
残
る
か
は
書
か
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
本
格
的
な

検
討
を
必
要
と
す
る
」と
述
べ
、

宣
言
に
基
づ
い
て
引
き
渡
す
と

さ
れ
て
い
る
歯
舞
群
島
と
色
丹

島
の
主
権
が
ど
う
な
る
か
等
引

き
続
き
日
本
側
と
の
交
渉
が
必

要
だ
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
今
後
の
返
還
交

渉
に
は
日
ロ
の
主
張
に
大
き
な

隔
た
り
が
あ
り
、
ロ
シ
ア
側
は

容
易
に
返
還
に
応
ず
る
考
え
は

な
く
、
更
な
る
粘
り
強
い
交
渉

が
必
要
で
あ
る
。
私
た
ち
も
返

還
に
向
け
て
粘
り
強
く
声
を
あ

げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

�

（
綾
井
）

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日

（
旧
暦
で
は
安
政
元
年
十
二

月
二
十
一
日
）、
伊
豆
の
下

田
に
お
い
て
日
露
通
好
条
約

が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
条
約

で
日
露
両
国
の
国
境
が
平
和

裏
に
定
め
ら
れ
、
北
方
四
島

が
日
本
の
領
土
と
し
て
初
め

て
国
際
的
に
明
確
に
な
っ

た
。
そ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま

え
て
、
北
方
領
土
問
題
に
対

す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を

さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北

方
領
土
返
還
運
動
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
一
九
八

一
年
一
月
六
日
の
閣
議
了
解

に
よ
り
、
二
月
七
日
が
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し
て
定
め

ら
れ
た
。

本
年
も
二
月
七
日
（
木
）

に
、「
北
方
領
土
返
還
要
求

全
国
大
会
」
が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

二
月
七
日（
木
）は

「
北
方
領
土
の
日
」

県
民
会
議
で
は
、
二
月
七
日

「
北
方
領
土
の
日
」の
前
後
、
横
浜

市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の

車
両
及
び
相
鉄
線
横
浜
駅
で
、
北

方
領
土
に
関
す
る
啓
発
映
像
を
放

映
す
る
。

一
回
三
十
秒
の
C
M
が
、
横
浜

市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
は

六
十
四
両
の
車
両
、
加
え
て
相
鉄

線
横
浜
駅
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ

ョ
ン
四
面
で
流
れ
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
川
崎
駅

及
び
本
厚
木
駅
の
電
光
ビ
ジ
ョ

ン
、
横
浜
駅
に
近
接
す
る
「
か
な

が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
」で
の
懸
垂

幕
な
ど
に
よ
る
広
報
を
予
定
し
て

い
る
。

横
浜
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
・

相
鉄
線
横
浜
駅
で
北
方
領
土
に
関
す
る

 

県
民
会
議
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編
集
後
記

◇
昨
年
の
県
民
大
会
で
は
、
昨

年
九
月
北
方
領
土
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

参
加
へ
三
名
の
学
生
を
推
薦
し

た
堤
正
典
氏（
神
奈
川
大
学
外

国
語
学
部
教
授
）か
ら
学
生
に

代
わ
っ
て
参
加
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
下

斗
米
伸
夫
氏（
法
政
大
学
法
学

部
教
授
）
に
よ
る
「
変
わ
る
世

界
と
日
ロ
関
係
︱
平
和
条
約
の

課
題
」と
題
し
て
講
話
い
た
だ

い
た
。
特
に
興
味
を
引
い
た
の

が
一
九
五
六
年（
昭
和
三
十
一

年
）日
本
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が

モ
ス
ク
ワ
で
署
名
し
た
日
ソ
共

同
宣
言
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。

当
時
の
鳩
山
一
郎
首
相
が
河
野

一
郎
農
林
大
臣
と
共
に
モ
ス
ク

ワ
を
訪
問
し
、
当
時
の
ニ
キ
ー

タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ　

ソ
連
共

産
党
第
一
書
記
と
行
っ
た
日
ソ

首
脳
会
談
の
具
体
的
な
や
り
と

り
、
共
同
宣
言
に
至
る
ま
で
の

詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
ソ
共
同
宣
言
を
基
礎

と
し
て
、
平
和
条
約
交
渉
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
を
安
部
首
相
が

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
合
意
し
た

も
の
が
十
一
月
十
四
日
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
の
会
談
で
あ
る
。

�

（
綾
井
）

返
還
へ
　
世
代
を
越
え
て
　
つ
な
ぐ
声

平
成
三
十
年
度　

北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
〈
最
優
秀
賞
〉

茨
城
県
桜
川
市
　
海
老
原 

順
子
さ
ん

◯
急
旋
回
す
る
平
和
条
約
交
渉

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
四
日
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

安
倍
首
相
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
首
脳
会
談
の
場
に
お
い
て
、

一
九
五
六
年
の
日
ソ
共
同
宣
言

を
基
礎
に
平
和
条
約
交
渉
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
を
合
意
し
た
。

こ
れ
は
、
両
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
っ
て
仕
上
げ
る
と
い

う
決
意
で
あ
り
、
十
二
月
に
は

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
の
再
度

の
首
脳
会
談
、
二
〇
一
九
年
初

め
に
は
安
倍
首
相
の
ロ
シ
ア
訪

問
、
二
〇
一
九
年
六
月
に
は
Ｇ

二
〇
大
阪
会
議
で
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
日
本
訪
問
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何

か
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

◯
北
方
領
土
問
題
と
は
何
か

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
、日
本
は
、

四
島
に
加
え
連
合
国
が
決
め
る

小
さ
な
島
々
を
領
土
化
す
る
旨

を
受
諾
し
て
、
降
伏
し
た
。
問

題
は
、
そ
の
時
に
連
合
国
の
主

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
、
イ
ギ
リ

ス
、
ソ
連
と
の
間
に
政
治
的
な

合
意
が
な
く
、
さ
ら
に
既
に
冷

戦
が
始
ま
っ
て
い
た
点
で
あ

る
。
そ
し
て
、
旧
日
本
帝
国
が

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
す
る
に
あ

た
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条

約
で
千
島
列
島
を
放
棄
し
た

が
、
そ
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ

い
て
の
記
述
は
な
く
、
そ
の
中

に
国
後
、
択
捉
、
歯
舞
、
色
丹

の
四
島
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否

か
と
い
う
こ
と
が
こ
の
問
題
の

根
底
に
あ
る
。

◯
原
点
と
し
て
の
一
九
五
五
︱

一
九
五
六
年
交
渉
（
日
ソ
共

同
宣
言
）

今
回
、
久
し
ぶ
り
に
一
九
五

六
年
日
ソ
共
同
宣
言
の
話
題
が

あ
が
っ
て
い
る
。
日
ソ
共
同
宣

言
と
は
、
ソ
連
の
最
高
指
導
者

で
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
と
い
う

独
裁
者
の
死
後
、
新
し
い
平
和

共
存
を
主
張
す
る
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
が
次
の
リ
ー
ダ
ー（
最
高
指

導
者
）
に
な
り
、
日
本
の
鳩
山

総
理
と
一
九
五
五
年
か
ら
交
渉

を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
最
高
指
導
者
は
、
一

九
五
五
年
八
月
に
、
日
本
が
放

棄
し
た
と
さ
れ
る
千
島
列
島
で

は
な
く
、
北
海
道
の
先
と
い
う

理
解
で
、
歯
舞
、
色
丹
の
二
島

引
き
渡
し
で
の
解
決
を
示
唆
し

た
。
一
方
で
、
日
本
側
で
は
日

本
が
放
棄
し
た
千
島
列
島
は
ど

こ
か
と
い
う
議
論
が
で
て
き
て
、

一
九
五
六
年
三
月
に
下
田
条
約

局
長
が
、
国
後
、
択
捉
、
歯
舞
、

色
丹
の
四
島
は
日
本
固
有
の
北

方
領
土
だ
と
定
式
化
し
た
。
結

果
と
し
て
、
一
九
五
六
年
十
月

の
日
ソ
共
同
宣
言
に
て
、
国
交

を
回
復
し
戦
争
状
態
を
終
え
た

が
、
領
土
に
関
す
る
隔
た
り
が

残
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◯
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の「
脱
欧

入
亜
」策

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
今
、

な
ぜ
日
ロ
交
渉
を
行
お
う
と
し

て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
、
一
九
九

六
年
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
の
Ｎ
A
T
O
東
方
拡
大

に
よ
り
、
Ｎ
A
T
O
が
ロ
シ
ア

の
兄
弟
国
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ま
で
入
っ
て
き
た
こ
と
や
、
今

後
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ロ
シ
ア
の

三
国
が
新
し
い
世
界
経
済
の
牽

引
者
と
な
る
と
予
測
し
て
い
る

こ
と
等
か
ら
、
ロ
シ
ア
人
た
ち

が
ア
ジ
ア
へ
本
格
的
に
目
を
向

け
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

ま
た
、
今
ま
で
は
海
が
重
要

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
と
い
っ
た
海
の
国
が
強
く
、

陸
は
政
治
的
対
立
が
激
し
か
っ

た
た
め
経
済
的
に
は
あ
ま
り
重

要
で
は
な
か
っ
た
が
、イ
ン
ド
、

中
国
、
ロ
シ
ア
で
鉄
道
等
を
使

っ
た
陸
の
物
流
が
動
き
始
め
た

上
に
、
北
極
海
を
使
っ
た
物
流

も
動
き
始
め
、
新
し
い
地
政
学

の
変
化
の
時
代
が
到
来
し
た
。

さ
ら
に
、
B
R
I
C
S
や
上
海

協
力
機
構
と
い
っ
た
ユ
ー
ラ
シ

ア
の
共
同
機
構
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
ア
ジ
ア
へ
物

流
を
動
か
す
。
こ
れ
が
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
戦
略
で
あ
る
脱
欧

入
亜
策
で
あ
る
。

こ
の
十
年
間
で
状
況
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。
一
口
で

説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

例
え
ば
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
占
め
る
割

合
は
、
十
年
前
、
石
油
の
約
四

％
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ガ
ス
の
０
％
で
あ

っ
た
が
、今
は
石
油
の
約
九
％
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
ガ
ス
の
約
九
％
を
占
め

る
ま
で
に
な
り
、
日
本
は
急
速

に
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
約
二
割
は
北
極
海
の
下
に
あ

る
が
、
地
球
温
暖
化
で
氷
が
解

け
始
め
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、

北
極
海
か
ら
、
少
な
く
と
も
夏

の
五
ヵ
月
程
度
は
ベ
ー
リ
ン
グ

海
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
を

経
て
日
本
海
に
至
る
物
流
ル
ー

ト
が
で
き
始
め
た
こ
と
も
契
機

と
な
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略
、
極
東
戦
略
は
、
重
要
な

意
味
を
持
つ
。二
〇
一
三
年
に
、

ロ
シ
ア
の
国
境
画
定
の
考
え
方

が
変
わ
っ
た
。
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ

フ
大
統
領
ま
で
は「
国
境
線
を

画
定
す
る
」と
い
う
言
い
方
で

あ
っ
た
が
、
プ
ー
チ
ン
が
大
統

領
に
復
帰
し
た
際
に
は
、「
国

境
線
を
“
国
際
法
的
に
”
画
定

す
る
」と
い
う
表
現
へ
変
更
さ

れ
た
。
つ
ま
り
、
冷
戦
の
時
代

は
そ
の
必
要
は
な
か
っ
た
が
、

今
ま
で
決
め
て
こ
な
か
っ
た
戦

争
で
得
た
領
土
に
関
す
る
国
境

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
五
百
年
間
は
、
海
を
支

配
す
る
も
の
が
世
界
を
制
し
た

が
、
前
述
の
理
由
に
よ
り
今
や

陸
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
及
び
鉄
道
、

輸
送
並
び
に
人
口
増
等
が
世
界

を
大
き
く
変
え
て
い
る
。
現
在

で
は
物
流
は
南
周
り
が
主
と
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
温
暖
化
が

加
速
し
、
北
極
海
が
航
路
と
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
国
際
的
な
物
流

の
流
れ
の
重
要
拠
点
に
カ
ム
チ

ャ
ッ
カ
半
島
が
な
り
、
物
流
ル

ー
ト
も
変
化
し
て
く
る
。
北
極

海
が
夏
場
に
開
か
れ
る
と
、
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

積
み
替
え
港
を
作
り
、
日
本
海

を
経
済
、
物
流
の
幹
線
道
路
に

し
よ
う
と
い
う
の
が
、
二
〇
一

八
年
五
月
に
安
倍
総
理
が
世
界

の
首
脳
の
前
で
説
明
し
た
構
想

で
あ
る
。

そ
し
て
、
ロ
シ
ア
が
ア
ジ
ア

シ
フ
ト
を
す
る
に
あ
た
り
、
国

際
法
的
に
紛
争
を
処
理
す
る
と

い
う
形
で
、
今
、
日
ロ
関
係
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
き
始
め
た

と
感
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

地
図
を
さ
か
さ
ま
に
読
み
、
日

本
海
が
大
き
な
物
流
の
海
に
な

き
、
日
ロ
の
新
時
代
の
幕
開
け

と
な
る
た
め
に
も
、
両
国
民
の

努
力
が
必
要
だ
。
新
展
開
に
期

待
し
た
い
。

変
わ
る
世
界
と
日
ロ
関
係
︱
平
和
条
約
の
課
題

法
政
大
学
法
学
部　
教
授
　
下
斗
米 

伸
夫 

氏

講演要旨

線
を
、
国
際
法
的
に
、
日
本
と

合
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
た
の
だ
。

か
つ
て
中
ソ
で
は
、
ソ
連
が

兄
貴
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

今
、
中
国
と
比
較
し
た
ロ
シ
ア

の
経
済
力
は
五
分
の
一
か
ら
八

分
の
一
に
な
っ
て
い
る
。
中
国

は
、
世
界
経
済
を
牽
引
す
る
一

帯
一
路
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ

リ
カ
、
そ
し
て
今
や
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
も
海
の
道
、
陸

の
道
が
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一

本
、
日
本
海
を
経
て
、
宗
谷
海

峡
を
経
て
、
そ
し
て
千
島
列
島

を
横
切
る
と
い
う
道
で
、
中
国

は
北
極
海
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ

て
は
、
単
な
る
経
済
の
道
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
保
障

に
も
関
わ
る
。
北
方
領
土
は
、

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
、
米
ロ
対

立
の
中
で
基
地
を
設
置
す
る
か

否
か
と
い
う
話
で
は
な
く
、
さ

ら
に
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
。

ロ
シ
ア
は
、
中
国
と
戦
争
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
日
本

と
の
関
係
を
き
ち
ん
と
し
て
お

か
な
い
と
、ア
ジ
ア
に
お
い
て
、

巨
大
な
パ
ワ
ー
が
現
れ
る
と
い

う
危
惧
を
持
っ
て
い
る
。
今
の

中
国
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
姿
勢

は
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
し
か

し
、
日
本
と
の
関
係
は
し
っ
か

り
と
築
く
。
こ
れ
が
プ
ー
チ
ン

流
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
極
化

戦
略
で
あ
る
。
世
界
は
、
決
し

て
二
極
で
は
な
く
、
多
極
化
し

て
い
る
。
多
極
化
の
中
で
最
も

大
切
な
の
は
、
ロ
シ
ア
が
中
国

と
ア
メ
リ
カ
の
間
に
入
る
。
そ

し
て
、
日
本
と
の
関
係
を
築
く

法
政
大
学
教
授

〇
一
九
四
八
年
北
海
道
生
ま
れ　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
修
了　

博
士（
法
学
）

〇
一
九
八
九
年
か
ら
法
政
大
学

法
学
部
教
授
。
朝
日
新
聞
客
員

論
説
委
員
、
日
本
国
際
政
治
学

会
理
事
長
を
務
め
、
二
〇
〇
七

年
か
ら
バ
ル
ダ
イ
・
ク
ラ
ブ
成

員

〇
著
書
に『
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
史
』

（
講
談
社
学
術
文
庫
）、『
宗
教

と
地
政
学
か
ら
読
む
ロ
シ
ア
』

（
日
経
新
聞
出
版
）、『
プ
ー
チ

ン
は
ア
ジ
ア
を
め
ざ
す
』（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
）な
ど

下
斗
米 

伸
夫  

氏

�

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

る
と
い
う
時
代
を
迎
え
る
時
、

朝
鮮
半
島
の
付
け
根
に
あ
る
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
や
北
方
領
土
と

い
う
も
の
が
経
済
的
に
も
政
治

的
に
も
軍
事
的
に
も
重
要
と
な

る
。
つ
ま
り
、
北
方
領
土
問
題

を
法
的
に
決
着
さ
せ
な
い
と
ロ

シ
ア
は
ア
ジ
ア
へ
進
出
し
て
こ

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
プ
ー

チ
ン
の
考
え
だ
と
思
う
。

◯
急
展
開
す
る
日
ロ
関
係

二
〇
一
八
年
九
月
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
プ

ー
チ
ン
大
統
領
が「
平
和
条
約

を
前
提
条
件
な
し
に
年
内
に
締

結
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
一
八
年

十
一
月
十
四
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
日
本
側
が「
一
九
五
六
年
の

日
ソ
共
同
宣
言
を
基
礎
と
し
て

進
め
よ
う
」と
い
う
逆
提
案
を

し
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
た
交
渉

加
速
に
ロ
シ
ア
側
も
合
意
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
世
界
情
勢

の
地
殻
変
動
が
あ
る
こ
と
を
見

逃
し
て
は
な
ら
ず
、
米
国
と
中

国
の
対
立
、米
ロ
関
係
の
緊
張
、

ア
ジ
ア
の
多
極
化
と
激
化
す
る

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
の
大
き
な
構
図

の
中
で
、
日
本
と
ロ
シ
ア
が
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
切

実
な
問
題
意
識
が
日
ロ
首
脳
を

突
き
動
か
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
交
渉
は
、
現
在
の

保
守
派
の
政
権
、
し
か
も
再
選

を
気
に
し
な
い
最
後
の
任
期
に

し
か
機
会
が
な
い
。
二
〇
一
八

年
九
月
の
安
倍
首
相
の
三
選
で
、

自
ら
も
後
が
な
い
プ
ー
チ
ン
に

と
っ
て
も
こ
の
条
件
が
整
っ
た

と
み
て
い
る
。

安
倍
・
プ
ー
チ
ン
両
首
脳
が

四
島
を
対
象
と
し
た
共
同
経
済

活
動
を
検
討
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
二
〇
一
六
年
十
二
月
の
長

門
会
談
を
、
平
和
条
約
締
結
へ

の
「
ホ
ッ
プ
」
と
す
れ
ば
、
日

ソ
共
同
宣
言
に
回
帰
し
た
二
〇

一
八
年
十
一
月
十
四
日
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
合
意
は「
ス
テ
ッ

プ
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
二

〇
一
九
年
一
月
の
ロ
シ
ア
で
の

会
談
に
つ
い
て
も
合
意
し
て
お

り
、「
ジ
ャ
ン
プ
」、
つ
ま
り
着

地
は
ど
う
な
る
か
が
今
後
注
目

さ
れ
る
。

現
在
の
国
際
情
勢
は
、
日
ソ

共
同
宣
言
が
締
結
さ
れ
た
一
九

五
六
年
に
似
て
い
る
。
当
時
も

朝
鮮
半
島
危
機
、
ス
タ
ー
リ
ン

批
判
、
東
欧
反
乱
な
ど
が
起
き

た
。政

治
と
は
、
選
択
肢
と
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
。
機
会
を
見
て

果
断
に
動
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
歴
史
の
好

機
が
再
来
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
両
者
が
と
も
に
ジ
ャ
ン
プ
で


